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2023 年度 16 期生自然体験・環境教育班活動報告 

活動メンバー：5 名、担当教員：遠藤 知二 非常勤講師、文責：人間科学部 ESD 推進室 

 

「地域の方々に自然に触れ合う楽しさを知っても

らう」ことを目標に活動を行いました。 

連携する NPO 法人「こども環境活動支援協会

（LEAF）」の方々からのアドバイスをいただきながら、

食品ロス問題や自然環境への造詣を深めるイベント

を企画しました。 

 

●西宮の自然環境について知る● 

 まずは西宮の自然環境について知ることから始め

ました。大学の最寄り駅近くで行われている「門戸井

戸端会議」に参加しました。住人の方からはゴミの分

別などゴミ問題に関する意見が多く挙がりました。 

次に西宮市役所 環境企画課の方へも取材させてい

ただき、西宮市のゴミ問題を含む自然・環境の現状や

課題、また実際に行われている取り組みについてお伺

いしました。これらの取材した内容は SNS(Instagram)

に投稿し、多くの方へ西宮市の自然環境について知っ

てもらうきっかけ作りをしました。 

 

●神戸女学院の自然環境について知る● 

 学生にとって一番身近な西宮の自然環境を知るこ

とができる場所は本学です。授業前の時間を利用して

学内の自然探索を定期的に行いました。担当教員であ

る遠藤先生は女学院で長年、昆虫や植物について教鞭

取られていた先生です。自然探索を通じて遠藤先生か

ら幅広い知識を教えていただきました。季節によって

移り替わる動植物の様子を実際に見たり触ったりす

ることで、イベントの内容

を模索しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●野菜で身近なものを染めよう with 大学生 

～自然ふれあいワークショップ～● 

 イベントは 4部構造に分かれており、それぞれ目的

を持った内容としました。最初に行なわれた「野菜染

め」は、普段、野菜の食べられない部分など捨てられ

ることが多いものを使用した、染物体験になります。

野菜のヘタや皮を使えば廃棄物を減らすことができ

環境にやさしい取り組みに繋げてほしいという目的

のため実施されました。 

実施するまでに何度もリハーサルを行いました。色が

なかなか出ないことが続き、試行錯誤を繰り返しなが

ら最良な方法を編み出しました。 

この「野菜染め」

は身近にある材料で

染色ができるため、

方法をまとめた資料

も作成し、参加者へ

配付しました。 

 次に、学内を周る

「自然散策」を行いました。定期的に行った自然探索

を活かし作成した、自然散策マップなどの資料を用い

て行いました。実際に見て触れるなど五感を研ぎ澄ま

すことで、自然の新

たな見方を知っても

らえたと思います。 

  

 

日時：2023 年 12 月 23 日(土)12：30~16：30 

場所：神戸女学院大学 

対象：西宮市在住の中学生以上 5 名 

 学生スタッフ：5 名 

玉ねぎの皮で染色した布 
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自然散策後は、グループディスカッションを行いまし

た。内容は「普段心がけている環境に配慮した行動」

「関心のある自然・環境に関するニュース」と日常生

活で自然環境に目を向けるきっかけとなる内容にし

ました。参加者全員が発言できるように学生もディス

カッションに参加し、活発に話し合いを行いました。 

 最後に植物を飾り付けに利用したクリスマスリー

スと木のオブジェ作りを行いました。材料となる木は

学内で伐採された木材を再利用しました。また、飾り

付けの植物は神呪寺の農地で採集されたもの等を使

用し、植物を利用することで自然に触れる楽しさを知

ってもらえたと思います。 

  

イベントを実行するにあたって、班で何度も話し

合い模索してきました。LEAFの小川先生や学内の先

生方のお力をお借りしながら、実施に向けての知識

を深めていきました。イベントの企画から実施まで

のプロセスの大変さを痛感しつつも、計画が進む楽

しさを知ることができました。ご協力いただきまし

た LEAFご関係者様、先生方に深く感謝申し上げま

す。 

自然散策用資料 一部 

クリスマスリース作り 木のオブジェ作り 


